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貞山運河全体と『貞山運河御舟入堀』利活用への提言等の活動報告



H30年 1月 貞山運河・『御舟入堀』利活用への提言を提出　

資料として平成22年と30年の御舟入堀放置艇等の比較画像や利活用案など添付

提出先 宮城県の河川と港湾管理者

七ヶ浜町、多賀城市、塩竈市

東北運輸局海事振興部、東北地方整備局塩釜港湾・空港整備事務所

塩釜商工会議所他観光経済団体等

自社HP内へアップ(貞山運河利活用で検索できます)

主な内容 長期的な視点での運河利活用

運河利活用に関わり、目標とすることとクリアーすべきハードル

6月 小舟で巡る・貞山運河「御舟入堀」復興状況視察会を開催

参加者 1月の提言を提出させて頂いた先、全ての方々にご参加いただきました。

(内容等は、添付資料の新聞記事をご参照ください。)

85名、和船9隻、カヌー8隻にて遊覧

7月 宮城ケーブルテレビ「千賀の浦のお散歩隊」で御舟入堀を海面から撮影し史跡としての利用

と保存をテーマに現状を確認してもらいました。

7月 塩竈みなと祭りのサブイベントとして、一般市民を対象に御舟入堀を遊覧してもらいました。

港内でのカヌー体験と御舟入堀ショートクルーズに市民80名が参加しました。

8月 塩釜商工会議所議員懇談会において御舟入堀を遊覧視察して頂きました。

9月 塩竈港ボート天国2018においてカヌー体験と御舟入堀を含むショートクルーズを開催しました。

10月 全国運河サミットin宮城のローカルサブイベント(マリンゲート塩釜会場)において、

運河の現状と利活用等に関わるパネル展示に参加しました。

12月 御舟入堀沿い(貞山橋)にイルミネーション設置しました。12月1日～1月3日

H31年 2月 宮城県貞山運河「御舟入堀」放置艇対策への提案を作成しました。

H31年3月にH30年6月2日の視察会に参加頂いた先々へ提出予定です。

以上、

活動概要添付資料

6月2日視察会の新聞記事2件、塩釜商工会議所ニュース(6月15日と9月15日)

H31年2月の放置艇対策への提案文書

平成30年度活動報告
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